
令和８年度農林業関係事業 進捗状況

令和８年度第１回農林業政策懇話会

令和８年８月１０日（月）

資料②



令和８年８月８日、農道牟礼小野線が開通し、小野地域から牟礼地域、潮彩市場防府、そして周南がぐっと近くなりました！
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農道牟礼小野線が開通しました

●道の駅 潮彩市場防府

●道の駅 ソレーネ周南

●道の駅 潮彩市場防府

●道の駅 ソレーネ周南●農林業の知と技の拠点

●防府市農業公社

令和11年度  青果市場移転予定

●

（R8.1移転）

開通を祝う会の様子

（阿弥陀寺南側「あじさい橋」付近）（里の駅 ふれいあステーション真尾）

開通式の様子
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潮彩エリア活性化プロジェクト

さらに
交通アクセスと
集客力が向上

青果市場や水産市場での朝市開催

現青果市場

航空自衛隊
防府北基地

潮彩エリア移転

防府市役所

ＪＲ防府駅

R8.3国道２号富海拡幅
R8.8農道牟礼小野線開通

大駐車場

県による緑地の再整備 ８月末 完成予定！

メバール号

メバルの森

店舗棟
倉庫棟

卸売場棟

青果市場
移転場所

潮彩市場防府

新設

改修

潮彩エリア

1 基本構想 策定

2 基本・実施設計

3 Ⅰ期工事（店舗棟・倉庫棟）

4 Ⅱ期工事（卸売場棟）

5 供用開始 移転

R11
年度

項　目
R７
年度

R８
年度

R９
年度

R10
年度

≪移転までのスケジュール≫

R8.12基本設計完成予定

水産市場

さかなまつりでの朝市の様子青果市場の朝市の様子
（毎月第4土曜日開催中）

“ 海と大地のとれたてが集う ”

「新鮮・美味しい・楽しい」 メバル公園を創造します。



地域農業の
課題解決へ

研修生３名でスタート

遊休農地を活用した研修用ほ場で
研修生の水稲耕作

☆担い手の確保と技術向上
☆耕作放棄地の
未然防止・解消

田植開始
新規研修生
（農大卒業生）入社

研修ほ場（約７ｈａ）

【防府市農業公社とは】
「防府市における農業の発展と環境
の保全による市民生活の向上に資す
る」目的を達成するために設置され
た団体

目標

・ 新規就農者５名（R12年まで）
・20haの耕作放棄地の未然防止・解消
・学校給食米全量確保 100ｔ
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土地利用型農業推進プロジェクト

地域おこし協力
隊員

農大卒業生

新規
農大卒業生

地域農業の発展
☆生産力のＵＰ
☆付加価値額の向上

苗箱の洗浄を
防府市愛光園に委託

華城小学校農業体験

農福連携

５年生約140人が田植体験
４/1 6/12 6/16

約1,000㎡の
ほ場に植付

そして未来へ

7/1華城小学校へ
米作りについて出前授業

秋には収穫し、
給食米へ！
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ほ場整備に積極的に取り組みます



● 農林業の知と技の拠点との連携
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就農者の知識や技術の習得を支援するため、山
口県立農業大学校での基礎的な農業研修等に必要
な受講料等を助成しています。
令和６年度：４人
令和７年度：６人
令和８年度：７人（見込み）

防府市産の農林水産物を原材料とした新商品や
サービスの開発・提供、販路開拓及び施設整備に
係る経費を支援しています。
《内容》
●補助率：新商品開発等 県1／3 市1／3

施設等設備 県3／１０ 市３/１０
●対 象：商品試作、パッケージ開発

加工処理施設整備 など

◆６次産業化支援事業

◆農業研修応援事業

① 新規就農者などの担い手を確保・育成します



◆新規就農者経営発展支援事業
就農後の経営発展のために、

機械・施設等の導入を支援

◆経営開始資金支援事業（拡充分は防府市独自）
（国10/10 拡充分は市10/10）
経営開始直後の自営農家(就農時63歳未満)を支援
※対象要件を就農時50歳未満から63歳未満に拡充
【年間最大165万円 最長3年間】

◆農業次世代人材投資事業
青年層の就農意欲喚起のため、資金を交付

◆就農前準備研修事業
就農に必要な技術取得のための研修費等を助成
【研修生支援：年間最大165万円 最長2年間】
【指導農家支援：月額6万円】

◆新規就農支援事業（防府市独自）
新規就農者の施設・機械の整備を支援

◆新規就農者定着支援事業（防府市独自）
新規就農者が新たに居住する家賃等を助成

◆新規就農者農地確保支援事業
一定期間の賃貸借料を助成

◆地域農業資源リノベーション事業
経営開始時の初期投資を軽減するため、中古

農機・施設の改修経費を支援
 （防府市独自の上乗せ助成有り）

独立自営を目指す新規就農者の確保と定着を図るため就農準備と就農開始を支援しています。

◆新規就農者支援事業

● 新規就農者の育成を行っています

拡

就農前準備研修事業、経営開始資金支援事業、
新規就農者定着支援事業（家賃等助成）を
受けられる新規就農者には、
５年間で約９００万円を支援します。
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●法人等就業者定着支援給付金事業
新規就業者を受入れた農業法人等に対する国からの研修費の助成に、防府市独自で上乗せしています。

●担い手就業者支援事業（防府市独自）  ●法人等新規就農者定着支援事業（防府市独自）
市内法人等に就業した個人に定着準備支援金６０万円を交付  市内農業法人等に新たに雇用された者に

さらに、農大の卒業生は、授業料相当額を上乗せ         居住する住宅家賃等を助成（３万円/月以内）

◆ 法人等就業支援事業

7

新規就業者の確保と定着を図るため、就業準備と受入れ農業法人等の研修費等を支援しています。

令和８年度交付対象者（見込み）：3人

１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 合計

国 120 120 0 0 0 240

県 0 0 45 30 15 90

市 0 0 45 30 15 90

総計 120 120 90 60 30 420

（旧：令和3年度まで） （単位：万円）

１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 合計

国 60 60 60 60 0 240

県 15 15 10 10 40 90

市 45 45 50 50 80 270

総計 120 120 120 120 120 600

（令和4年度から） （単位：万円）

【新規就農者数 実績】

R３ R４ R５ R６ R７ R８(見込み)

独立自営 １ １ ０ １ 1 1

法人就業 ０ ５ 4 0 2 3

計 １ ６ 4 1 3 4

令和８年度交付対象者（見込み）：2人
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 ◆農業担い手の経営発展支援事業

ロードマップに基づいた集落営農法人連合体による規模拡大、生産コスト低減等に向け、必要な
機械・施設等の整備に要する経費を支援しています。
《内容》 ◆補助率 ：県1／3 市1／3（防府市独自の上乗せ）

出 資

集落営農法人連合体
（株）ファーム大道

・機械・施設等の整備
・資材共同購入
・機械共同利用
・農作業受託
・人材育成確保

認

定

農

業

者

集

落

営

農

法

人

J

A

山

口

県

(農)上り熊
(農)下津領
(農)切畑ファーム

支援

県

・

市

・収益の拡大

・生産コストの低減

・多業の創出

・若者雇用の場の確保

(イメージ図)
直進アシスト機能付き普通型コンバイン
導入により、①規模拡大に伴う土地利用
型作物収穫作業の効率化、②再生二期作
による水稲生産量向上を目指します。

【直進アシスト機能付き普通型コンバイン】



● 将来の農地を守るための取組みを進めていきます

◆地域計画実行農地集積事業（防府市独自）◆ジャンボタニシ防除対策事業（防府市独自）

② 農業者の経営基盤を強化します

地域計画（目標地図）において、担い手が未定となっている農地を新
たに引き受け、集約化・規模拡大に取り組む担い手を支援します。
（現在担い手から提出された実施計画の審査中）

土地利用型 5,000円／a（25a以上）
果樹  5,000円／a（5a以上）
施設   10,000円／a（1a以上） ※（ ）は増加要件

新

地域計画（目標地図）

（参考）農地後継者未定状況
(R6年度末)山口県全体 ４７．１％
(R6年度末)防府市 ２９．５％  →  (R7年度末)２８．２％ →

地域ぐるみで一定規模のまとまった農地に対し行うジャンボタニシ
防除対策を支援します。

補助対象経費：薬剤購入経費
 補 助 率 ：１／２（上限５０万円）
事業実施主体：２戸以上の生産農家で構成する防除対策協議会
※今年度はモデル地区として選定した「佐野地域」、「奈美地域」で
事業実施中

【奈美地域】
・事業実施予定面積

9.2ha
・対策概要
①薬剤散布
②冬季の耕うん
③水路の泥上げ
④農業機械の洗浄
⑤捕殺・殺卵
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【佐野地域】
・事業実施予定面積

10.3ha
・対策概要
①薬剤散布
②冬季の耕うん
③水路の泥上げ
④農業機械の洗浄
⑤浅水管理

この割合を着実に
減らしていきます！

白塗部分が後継者未定農地



● 暑熱対策に取り組んでいます

◆畜産暑熱対策支援事業

暑熱の影響を受けやすいことを踏まえ、畜産経営の安定を図るため、暑
熱対策に係る資材・機械の購入及び設置に係る経費の一部を支援します。
《内容》
◆補助率：１／２（上限５０万円）
◆対 象：細霧装置、送風機、日除けネット

の購入及び設置
牛の体を冷やす飼料の購入 など

畜舎への送風機の設置
牛の体を冷やす
飼料の購入

新

「防府グリーン」の名称で
全国各地へ出荷

R8活用事例（遮光遮熱被覆資材の実証試験）

  ◆レザーファン生産体制強化応援事業

全国有数の産地である大道地域のレザーファンの生産体制強化に必要
な実証試験等の取組を支援します。

  ◆補助率 ： 2／3（県1/3、市1/3 （防府市独自の上乗せ） ）

  ◆対象経費 ：レザーファン栽培における、高温障害対策実証試験
等に係る経費

生産量 全国第３位 ！！
6/3山口県花き振興促進議員連盟様

視察受入 R8活用事例

新
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【農道の草刈り】 【緑肥の施用】

● 地域の共同活動や営農活動を支援しています。

【水路の泥上げ】

11

支援事業 R8対象団体

多面的機能支払交付金交付事業
地域の共同活動や農道、水路の長寿命化対策等の
取組を支援

９団体

環境保全型農業直接支援対策事業
地球温暖化防止や生物多様性保全等に効果の高い
営農活動に取り組む農業者を支援

１団体

中山間地域等直接支払制度事業
中山間地域等で農業生産活動を行う協定締結集落
を支援

6団体



● 地産地消の推進

【親子郷土料理教室開催】
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【玉ねぎの植付け・収穫体験会開催】

【スーパーや朝市での地元農産物の販売促進】

【地産地消ミルク鍋等販売】

地域スーパーでの
試食販売

青果市場朝市での販売 青果市場PRルーム

農事組合法人
下津令のほ場

ほうふ農業まつり

【学校給食には防府産米を提供】

公社米の提供による
小・中学校給食の
内容充実「デザートの日」



● ほ場整備

【奈美ほ場整備中】 【ほ場整備（予定）範囲】
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現在整備中（約37.6ha） 採択に向けた取組を実施中
(上右田、玉祖)

◆農地集約化促進事業補助金（玉祖地区、上右田北地区）

地域計画の早期実現に向け、農地バンクを通じた貸借等により、担い手への農地の集約化等に取り組む基盤整備事業実施
 予定地域を支援します。
①地域集約化実現タイプ  26,000円／10a
②集約化加速タイプ   50,000円／10a

③ 農業を支える生産基盤を整備します

地元合意に向けた取組を実施中
(中山、真尾、小島川開作、植松)

50％

27.5％

10％

12.5％

50％

27.5％

10％

12.5％

国 県 市 農業者

採択に向け、
地元と連携

国 県 市 農業者

12.5％

国が全額負担

基盤整備に当たっての
農家負担ゼロ

〈農業競争力強化農地整備事業 (通常の農地整備事業)〉

〈農地中間管理機構関連農地整備事業〉



● ２０５０年の森づくりプロジェクト

【植林体験の様子】 14

④ 森林を未来につなぐ取組を推進します

【伐採見学会の様子】

丸太切り体験

椎茸菌打ち体験



Ｂゾーン

Ｃゾーン

Ａゾーン

令和６年度から令和８年度までの３年間で

“大平山間伐材”を活用した遊具を設置

● 大平山産木材を使用した遊具を設置しました（R6～R8）

15



● 大平山・山口県産木材を使用したベンチ等の設置
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【大平山山頂公園遊具】 【大平山山頂公園ベンチ】 【大平山山頂駅舎】

【2050年の森 案内看板】【防府駅高架下ベンチ・プランター】 【農道牟礼小野線 開通記念】

里の駅 ふれあいステーション真尾



● 佐波川流域の絆・森と水と人づくりフェア

国の「水の日」応援大使のポケモン『シャワーズ』が登場。

ルルサス防府20周年誕生祭と同日開催し、7月19日（日）に約2,000人が参加されました。
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